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久留米市は古くから水路と陸路の要衝としての位置を占め、筑後地方における中心地として発展

を遂げてきました。また、それに伴い市内各所に数多くの文化財が残されています。

今回の調査は、久留米市街地の東部にあたる筑後国府跡で実施しました。今回の発掘調査とその

成果を通して、久留米の歴史と文化財保護に対する理解や普及などに貢献できれば幸いです。

また、今回の発掘調査に際して、土地所有者の方をはじめ、近隣住民の皆様に多大なご協力をい

ただきました。心より御礼申し上げます。

令和３年３月 31 日

久留米市教育委員会

教育長 井上 謙介

例言

１.

２．

３．遺構実測図の作成は、調査担当者と藤木幸子、中村麻衣が行い、浄書は長谷川が行った。

４．遺物の実測と浄書は長谷川が行った。

５．

６．

７．

８．実測図と観察表、写真図版の遺物番号は全て同一である。

９．出土遺物・図面等諸記録は、全て久留米市埋蔵文化財センターにおいて収蔵・保管されている。

10．本調査の略記号はＴＫＨ -304、調査番号は 202012 である。

11．本文の執筆と編集は長谷川が行った。

12．
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本書は共同住宅建設に先立ち、 氏の委託を受けて実施した、筑後国府跡

第 304 次調査の発掘調査報告書である。

調査は久留米市教育委員会が調査主体となり、久留米市市民文化部文化財保護課の長谷川桃子

が担当した。

遺構写真は Canon EOS6D Mark Ⅱを用いて撮影した。遺物写真は、PENTAX K- １Ⅱを用いて長

谷川が撮影した。調査区全景は、有限会社空中写真企画がドローンを用いて撮影した。

図面の方位は座標北を示す。基準点の座標は国土調査法第Ⅱ座標系（世界測地系）を用いた。

なお、平成 28 年の熊本地震に伴うパラメーター補正は行っていない。

遺構表記の略記号は、ＳＢ -掘立柱建物、ＳＤ -溝、ＳＦ -道路遺構、ＳＫ -土坑、ＳＰ -ピッ

トを意味する。

越州窯系青磁の分類は、太宰府市教育委員会 2000『大宰府条坊跡ⅩⅤ 陶磁器分類編』太宰

府市の文化財第 49 集による。
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Ⅰ．はじめに

１．調査に至る経緯

本調査は、共同住宅建設に伴う事前の発掘調査である。令和２年３月 26 日、土地所有者から久

留米市東合川町字上 138 番１における「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出された。対象地は周

知の埋蔵文化財包蔵地である筑後国府跡に含まれ、試掘確認調査においても遺構が確認されたため、

発掘調査が必要である旨を回答した。同年６月 29 日に「発掘調査の依頼」が提出されたため、同

年８月 12 日に久留米市長と土地所有者は筑後国府跡第 304 次調査の委託契約を締結した。

現地調査期間は令和２年９月 14 日から 10 月５日まで行った。遺物整理と報告書作成は令和３年

３月 31 日まで行った。調査面積は 208 ㎡である。

２．調査及び報告書作成にかかる体制

調査委託者：

調 査 主 体：久留米市教育委員会 教育長：井上 謙介

調 査 総 括：久留米市 市民文化部 部長：竹村 政高

次長：西村 信二

文化財保護課 課長：水島 秀雄

課長補佐：久保田由美

課長補佐兼主査：白木 守 丸林 禎彦

主査：水原 道範

事務主査：小澤 太郎

調査担当：長谷川桃子

  整理担当：米澤美詠子 今村 理恵 宮﨑 彩香

発掘調査臨時職員（会計年度任用職員）

秋永 絹子、川原 初美、松尾 朱美、高尾 春代、田中 樹子、田中とし子、中村 麻衣、

藤木 幸子、丸山 幸、溝口 輝男、渡辺しげ子、矢野 祟徳、本多 正好

発掘調査整理臨時職員（会計年度任用職員）

大津山恵津子
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東に向かって若干傾斜する。断面形は逆台形を呈するが、西側に行くにつれ北壁が南壁に比べて傾

斜が緩くなる。ＳＦ２に伴う側溝と考えられる。土層の堆積状況から、何度か掘り直されているこ

とが推測される。走行方位はＮ -87° - Ｅである。遺物は、土師器の坏や黒色土器Ａ・Ｂ類の細片、

縄目文タタキや斜格子文タタキの平瓦などが出土している。

土坑

ＳＫ３（第５・14 図）

調査区西部で検出した。西部分を撹乱によって破壊されている。平面形は楕円形を呈する。規模

は長軸約 1.4 ｍ、短軸約 1.0 ⅿ、深さ約 28 ㎝を測る。遺物は、土師器の坏の細片が出土している。

  ＳＫ４（第５図）

調査区西部で検出した。西部分を撹乱によって破壊され、北部分はＳＫ３に切られる。平面形は

楕円形を呈する。規模は長軸約 1.8 ｍ、短軸約 0.6 ｍ、深さ約９㎝を測る。遺物は出土していない。

道路遺構

ＳＦ２（第５・15 ～ 18 図）

調査区南東部で検出した。硬化面は、第 55 次調査ＳＦ 2709 や第 169 次調査ＳＦ１と同様に上下

２面確認できた。下層硬化面は、長さ 6.6 ｍ以上、幅 1.6 ｍ以上の規模で、ＳＤ 59 を側溝として

伴うものとみられる。地山を約８㎝～ 16 ㎝ほど掘り込み、その上面に硬化面を形成している。礫

や土師器、瓦などの細片が硬化面に食い込んだ状態で観察されたことから、礫や土師器、瓦などを

散布し、叩いて硬化面を形成したとみられる。下層硬化面には、長軸約 20 ㎝～ 1.1 ｍ以上、短軸

約 20 ㎝～ 50 ㎝、深さ２㎝～ 10 ㎝の楕円形を呈する窪みが約 60 ㎝～ 70 ㎝間隔で連続的にみられ

る。第３図には上端と下端の線で窪みを示しているが、稜がなくなだらかで、全体が硬化している。

上層硬化面は、長さ 11 ｍ以上、幅 2.2 ｍ以上の規模である。下層硬化面と側溝（ＳＤ 59）上に約

２cm ～ 12 ㎝ほどの厚さで黒褐色土を積み（３・４層）、上面に一部硬化部分が残る。３・４層は

全体的に締まりが強く、下層硬化面とＳＤ 59 を埋め立てる際に何度かに分けて叩き締めたと考え

られる。ＳＤ 59 を側溝とした下層硬化面の使用後に、ＳＤ 59 と下層硬化面を黒褐色土で埋め立て、

幅を拡張した上層硬化面を使用したと推測される。上下２面の硬化面の幅は、ＳＦ２の南部が調査

区外へ出ることから不明であるが、両端の側溝を検出している第 217 次調査では、下層硬化面の幅

が 6.6 ⅿ、上層硬化面の幅が 11 ⅿであることが判明している。

出土遺物は、下層硬化面の直上から縄目文タタキの平瓦や越州窯系青磁碗、緑釉陶器、黒色土器

Ａ類の細片などがみられた。３・４層中からは黒色土器Ａ・Ｂ類の細片や縄目・斜格子文タタキす

り消しの平瓦などが出土した。ＳＦ２を覆う２層（包含層）からは、土師器の小皿、黒色土器Ａ・

Ｂ類の細片や縄目文タタキの平瓦、須恵器の坏などが出土している。

ピット

ＳＰ 18（第５・19 図）

調査区北東部で検出した柱痕を伴うピットである。径は約 35 ㎝で、楕円形を呈する。深さは約
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38 ㎝である。柱痕の径は約 14 ㎝である。遺物は土師器の甕の口縁部が出土した。

ＳＰ 37（第５・20 図）

調査区北東部で検出した柱痕を伴うピットである。径は約 49 ㎝で、楕円形を呈する。深さは約

35 ㎝である。柱痕の径は約 20 ㎝である。遺物は、土師器の甕の胴部が出土した。

３．出土遺物（第６・21 図）

今回の調査では、パンコンテナー１箱分の土師器や瓦、風字硯などを確認した。

１～３はＳＤ１から出土した。１は土師器の坏で、底部はヘラ切りしている。２は平瓦で、凸面

はナデ消されているが、凹面に布目が残る。３は丸瓦で、凹面は布目が残り、凸面はナデ消されて

いる。４・５はＳＤ 59 から出土した。４は土師器の埦であり、外面は回転ナデとナデが、内面は

ナデがみられる。５は、長さ 8.1 ㎝、幅 3.4 ㎝、厚さ 1.6 ㎝の石製品であり、下部は欠けている。

上部中央に直径６㎜の穴が穿孔されており、両面の表面は円滑である。権と考えられるが、砥石で

ある可能性もある。砂岩製で、重さは 111.35 ｇ。６～９はＳＦ２の地山（下層硬化面）直上で検

出した。６は土師器の皿で、外面は回転ナデ、内面を回転ナデとナデで仕上げる。７は越州窯系青

磁碗である。内面に目跡があり、外面は全面施釉後に高台の釉を掻き取っている。越州窯系青磁Ⅰ

－１類。８は緑釉陶器の埦で、内外面の一部に淡緑色の釉が若干残っている。９はＴ字形を呈する

石製品で、滑石製石鍋を転用したものとみられる。Ｔ字の縦部分には径４㎜の円形の窪みが一か所

みられる。10 ～ 12はＳＦ２の３・４層から出土した。10は土師器の坏で、底部にヘラ切りと板目

が残る。11 は黒色土器Ａ類の埦で、内面はミガキがみられるが、黒色化していない円形の部分が

ある。12 は黒色土器Ｂ類の埦で、内外面にミガキがみられる。13 ～ 16 はＳＦ２の２層（包含層）

から出土した。13 は皿で、14・15 は小皿。13 ～ 15 はいずれも底部をヘラ切りしている。16 の平

瓦は凸面はナデ消されているが、凹面に布目が残る。17はＳＰ 12 から出土した埦である。18 はＳ

Ｐ 35 から出土した風字硯の右下部分である。表面は滑らかであり、墨痕が一部に残る。19 はＳＰ

52 から出土した土師器の坏である。

Ⅳ．総 括

今回の調査では、掘立柱建物２棟、溝２条、土坑２基、道路遺構１条、ピット等を検出した。

調査地は、国府域を東西に走る推定官道のルート上にあり、第 169 次調査ＳＦ１や第 55 次調査

ＳＦ 2709 の延伸部分にあたるため、ＳＦ２はこの推定官道の一部と考えられる。ＳＦ２は上下２

面の硬化面が確認されている。ＳＦ２下層硬化面の築造時期については、下層硬化面の直上から縄

目の平瓦や黒色土器Ａ類などが出土しているが、築造か補修のどちらに伴うものなのかが分からず、

時期を確認できなかった。下層硬化面の廃絶時期と上層硬化面の築造時期は、下層硬化面を埋め立

てた黒褐色土中（３・４層）から黒色土器Ｂ類が出土していることから、10 世紀中頃以降と考え

られる。上層硬化面の廃絶時期は、ＳＦ２の２層から底部ヘラ切りの小皿が出土しているため、11

世紀以降とみられる。なお、周辺の調査成果からは、下層硬化面の築造を７世紀末～８世紀初頭、
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第８図 調査区全景（南上空から）

第９図 ＳＢ60・ＳＢ61完掘状況（北東上空から） 第 10 図 ＳＢ 60・Ｐ２土層断面（西から）

第 11 図 ＳＢ 60・Ｐ４土層断面（南から） 第 12 図 ＳＢ 61・Ｐ２土層断面（南から）
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第 13 図 ＳＤ１土層断面（東から） 第 14 図 ＳＫ３土層断面（西から）

第 15 図 ＳＦ２土層断面（西から） 第 16 図 ＳＦ２ ３・４層上面（東から）

第 17 図 ＳＦ２硬化面（東から） 第 18 図 ＳＤ 59 土層断面（西から）

第 19 図 ＳＰ 18 土層断面（西から） 第 20 図 ＳＰ 37 土層断面（西から）
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第 21 図 出土遺物写真
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推定官道を検出した。

要 約

調査地は、国府内を東西に横断する推定官道のルート上にあたる。道路遺構は、調査区南東部で検出し、南部は調査区

外に延びる。硬化面は２面あり、下層硬化面と側溝を積み土によって埋め立てたのち、上層硬化面を形成したとみられる。

時期は、下層硬化面の廃絶と上層硬化面の築造を 10 世紀中頃に、上層硬化面の廃絶を 11 世紀以降に求められ、周辺の調

査の成果と合致することが分かった。

土木工事の届出日 令和２年４月 21 日 遺物の発見通知日
令和２年 10 月７日

（２文財第 1349 号）
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